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IL-17 及び bFGF による乳歯及び永久歯由来の間葉系幹細胞の幹細胞性調節 

 
間葉系幹細胞（MSCs）は、乳歯（SHEDs）と永久歯（DPSCs）の歯髄組織内で同定されてい

る。この 2 種類の幹細胞の増殖能や分化能の違いは明らかにされているが、成長因子やサ

イトカインに対する応答性のばらつきはこれまで検討されていなかった。ここでは、インターロ

イキン-17（IL-17）および塩基性線維芽細胞増殖因子（bFGF）が、2 種類の幹細胞に及ぼす

影響について、増殖能、クローン形成能、細胞周期の進行、多能性マーカーの発現および分

化について検討した。その結果、bFGF は、2 種類の幹細胞の増殖能とクローン形成能を増

加させたが、IL-17 は SHEDs に同様の影響を与えたが、成体細胞である DPSCs には影響

を及ぼさなかった。さらに、両因子は SHEDs と DPSCs において、NANOG.OCT4.SOX2 の

多能性マーカー発現を刺激し、MSCs のタイプに依存した多様な細胞内発現パターンを示し

た。分化能に関しては、両因子は SHEDs および DPSCs に対して同等の効果を示し、IL-17

の初期骨形成に対する刺激作用は、bFGF の強い抑制作用とは対照的であった。さらに、

bFGF と IL-17 の併用は、２つの幹細胞の CD90 を減少させ、CD73 の発現を刺激したが、

各因子は IL-6 の発現を誘導し、IL-17/bFGF が SHEDs と DPSC の特性を調節する役割を

示した。これらのデータはすべて、乳歯および永久歯の歯髄 MSC が固有の特徴を発揮する

ことを示し、IL-17 および bFGF が、異なる年齢における歯髄の再生に重要な幹細胞の特性

にどのように影響するかについての新たな証拠を提供した。 
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